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東北インフラ・マネジメント・プラットフォームの活動について

第1回 東北インフラ・マネジメント・プラットフォーム協議会

2017年 5月 18日

東北大学 インフラ・マネジメント研究センター長

久 田 真
（東北大学大学院 工学研究科 教授）
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科学技術イノベーションの動向
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ステージゲート，追加公募60プロジェクト
約1,500名が参画

戦略的イノベーション創造プログラム （ＳＩＰ） インフラ維持管理
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【2016年度採択課題（JST）】

東北インフラ・マネジメント・プラットフォームの構築と展開

東北大学，八戸工業大学，岩手大学，秋田大学，日本大学

戦略的イノベーション創造プログラム （ＳＩＰ） 地域展開
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【東北大学】 社会にインパクトある研究
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【東北大学】 社会にインパクトある研究

高度成長期から整備されてきた社会インフラの老朽化が今日急速に進
行しており、その対策が喫緊の課題となっている。また、今後の社会インフラ
には、東日本大震災をはじめとする大災害への備えや少子高齢化・温暖
化・資源枯渇などの社会的課題にも対応することが強く求められている。こ
れらの課題を解決するためには、これまで「造る」ことに重点が置かれてきた
社会インフラを「活かす」ことまでをも包含した未来創造型のインフラとして蘇
えらせることが肝要であり、この創未来型のインフラを通じて社会関係資本
（Social Capital）を再構築することが極めて重要である。本プロジェクト
の主眼は、東北地方をはじめとして、我が国の人々がより豊かに「生きる」暮
らしを実現すると共に、安全と安心が確保された未来社会を創造し繁栄へ
と導く創未来インフラの構築を実現させるところにある。

そのために、本学土木工学専攻が中心となって、インフラ・マネジメント研
究センターの有する工学的な「知」と、震災復興研究センターが有する地域
イノベーションに資する経済学的な「知」の二つの強みを有機的に結合して
最大限に活用するためのプラットフォームを構築し、地域の意向を活かし得
るチームを立ち上げる。このチームを通じて、東北大学が保有する様々な最
先端で豊富な「知」を駆使し、50年先あるいは100年先を見据え、各地
域の事情や将来に対する目標などに応じた、豊かな暮らしと繁栄を享受で
きる地域づくりに資するグランドデザインを提示する。このグランドデザインに基
づき、各地域で創未来インフラの構築を具現化する。

将来は、この創未来インフラの基本となる地域のグランドデザインならびに
これを達成するために基軸となる諸技術を、世界にもインパクトを与える先
駆的なモデルケースとして展開することを目指す。
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【東北大学】 暮らしを豊かにする創未来インフラの構築

課題解決のコンセプト
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課題解決に向けたフロー

【東北大学】 暮らしを豊かにする創未来インフラの構築
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東北インフラ・マネジメント・プラットフォーム

 東北地域の産官学がネット
ワークを形成し、それぞれの
リソースを循環させ、地域活
性化につなげる

 各組織がもつ知識・ニーズ・
場・人材をつなぐ

 第8回東北地方の橋梁保全
に関するシンポジウム（2017

年1月30日開催）にてキック
オフ
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東北インフラ・マネジメント・プラットフォーム
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１．グランドデザインの策定と提言

東北6県 総人口 管理橋梁数 １橋人口

青森県 1,308,265 6,561 199

岩手県 1,279,594 12,683 101

宮城県 2,333,899 11,470 203

宮城県
（仙台市除く）

1,251,740 10,662 117

秋田県 1,023,119 11,429 90

山形県 1,123,891 8,258 136

福島県 1,914,039 16,476 116

仙台市 1,082,159 808 1,339

「１橋を支える人口」の調査（2017年3月）
東北６県２２７市町村の現状を調査

東北地域が抱える課題を抽出し、それぞれのグランドデザインを策定する

秋田県 人口100万割れ
出典：河北新聞 2017年4月22日朝刊

全国平均：192人/橋 東京都： 3,300人/橋

地域格差の拡大 ⇒ 地域毎の課題に対応することが必要
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１．グランドデザインの策定と提言

出典：「新・みやぎ建設産業振興プラン平成28年度～平成31年度」パンフレット概要版

宮城県 県工事建設投資の推移と見通し

・県工事建設投資(建設工事出来高)は、震災復興需要を背景に震災前の2010年のと
比較して2013年には約7倍まで増加したが、今後は震災前の水準まで激減する見込み

＜出所＞建設投資額は国土交通省「建設総合統計」より宮城県土木部作成

東北地域が抱える課題を抽出し、それぞれのグランドデザインを策定する
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２．技術情報の共有・発信

第8回 東北地方の橋梁保全に関する
シンポジウム（平成２９年１月３０日）

各種シンポジウムの開催や関連イベントへ出展し、情報発信を行う

EE東北への出展
（平成２８年６月１日～２日）

東北インフラマネジメントプラットフォームの
キックオフを宣言

維持管理の先端技術の出展
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３．地域間の連携強化

地域実装支援拠点として、東北の主要大学と連携する
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４．先端技術の実装支援

研究者のシーズと発注側(自治体等)のニーズのマッチングを行う

仙台市で実験した写真

「高感度近赤外分光を用いたインフラの遠隔診断
技術の研究開発プロジェクト」
首都高技術株式会社 津野和宏

「橋梁の打音検査ならびに近接目視を代替する
飛行ロボットシステムの研究開発」
東北大学 未来科学技術共同開発センター

准教授 大野和則

山形県上山市の実証（2016年11月） 仙台市の実証（2017年5月）
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５．情報基盤の整備

山形県道路橋梁メンテナンス統合データベースシステムの開発・運用
SIP開発技術「高度データ活用技術開発プロジェクト（代表者：上田功_東日本高速道路㈱）」の成果を活用し, 
東北大学IMCが平成２７年３月に協定を締結した山形県・県土整備部及び山形県建設技術センターと共に, 同県が
管理する橋梁の維持管理のデータベース「山形県道路橋梁メンテナンス統合データベースシステム(DBMY)」の
運用を、平成２９年３月２２日より開始した。

既存のデータベースを活用し、業務の効率化・高度化・コスト削減等を図る

山形県

山形県建設
技術センター

県内
全３５
市町村

ＳＩＰ事業

地方道版
DBの開発

NEXCO東日本

東京大学 等

東北大学
ＩＭＣ

地方道版DB

開発への協力

地方道版DB

成果の提供

「地方道版DB」を山形県基準の様式にカスタマイズした

「山形橋梁ＤＢＳ」を共同で開発・運営（H28.9協定）

H29.4~

山形橋梁DBS

サービスの提供

「DBMY」開発・運営プロジェクトのスキーム

データベースのコアの部分について

SIP成果である「地方道DB」を活用

台帳
諸元

定期
点検

診断

補修
履歴

山形県基準

各種帳票

山形橋梁DBS

山形県基準の様式 データベースエンジン

・ 書込み

・ 記 録

・ 読出し

SIP成果（地方道版DB）

登録

更新

抽出

閲覧

① NEXCOの技術力と信頼性

② 山形県の状況への適合性

を両立した高品質で使いやすいDBSを

早く・低価格で使用できる。

（ 市町村にもサービスを安価に提供 ）

「DBMY」の概要と産学官連携によるメリット
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６．人材育成の枠組み構築

山形県道路橋合同診断会議（平成29年２月）

インフラの管理者、技術者、次世代の担い手を育成する

e-ラーニングシステムの構築

プラットフォームを活用したアドバイス
東北大学、東北学院大学、
東日本高速、建設コンサルタンツ協会、
東北測量設計協会の技術者

現在、３０コンテンツ
今後、コンテンツ数、増加予定
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山形県立産業技術短期大学校
土木エンジニアリング科（平成29年4月開校）

山形県の歴史や地勢、インフラの重要
性などを理解し、維持管理の知識の修
得に重点を置いたカリキュラム構成

６．人材育成の枠組み構築
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東北インフラ・マネジメント・プラットフォーム協議会を通じて

下水道（管きょ） 港湾
社会資本整備審議会・交通政策審議会 「今後の社会資本の維持管理・更新のあり方について」 答申参考資料 （2013年12月）より

橋梁 河川管理施設
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東北インフラ・マネジメント・プラットフォーム協議会を通じて

建
設

維
持

更
新

新設・更新

維持管理

人材育成

建
設

情勢に合わせた対症療法的な対応だけではなく

代謝の良い持続可能な建設分野に生まれ変わり

プラットフォーム協議会を通じて

インフラを「活かす」ことで

新市場の創出・地域の活性化を目指して

豊かな暮らしを実現しましょう！


